
興津地
区より

興津地域を守ります ！
窪川警察署興津駐在所　巡査部長

伊與木 敏夫さん　（55）

　令和２年４月から興津地域の駐在として活躍して
いる旧佐賀町出身の伊與木さん。お母様は元農
協職員で農家の友人も沢山いるそうです。毎朝、
興津小学校の校門に立ち、子供達の通学路の安
全を守っているのは、「自分は子供の頃、お巡りさ
んの姿を殆ど見た事がなく、何か怖い人のように
思っていた。こうして、毎朝子供達に声がけ挨拶
する事で、お巡りさんに少しでも親しみを持って貰
えたらと続けている。」との熱い理由からでした。
　そんな伊與木さんは、朝早くから夕方まで一生
懸命に働いている興津地域の皆さんが安心して暮
らせる地域作りを目指し、パトロールや巡回連絡
（家庭訪問）などをして、少しでも地元の皆さんの
役に立てるよう日々努めています。
　奥様の待つご自宅へは、月に一度位しか帰れま
せんがいつも興津の事を気に掛けてくださっている
そうです。
　伊與木さん、興津地域の皆が頼りにしています ！  
これからも守ってくださいね ！

　梼原町太郎川公園でコーヒースタンドを営んで
いる石戸谷さんご夫妻。東京で20年間カメラマン
をしていましたが、６年前に梼原町へ移住してきま
した。移住後、この地域で仕事を探しているとき、
この太郎川公園のお店すべてのシャッターが下り
ていることにもったいないと感じた石戸谷さんは
「この場所ならテイクアウトのコーヒースタンドが
ぴったり ！  梼原町のイメージアップにも繋がれば」
と思い、お店を開いたそうです。
　とてもおしゃれな石戸谷さんご夫妻。店内に入
るとコーヒーや焼き菓子の香りが心地よく、心から
温かくなるような雰囲気に包まれます。「いいもの
を提供したい」という想いで素材にもこだわってお
り、コーヒーはもちろん、美穂さんの手作りマフィ
ンやソフトクリームも絶品 ！  県内外からたくさんの
お客さんが来られるそうです。

COFFEE STAND CANs Hutte
（コーヒースタンド  カンズ  ヒュッテ）

石戸谷 光さん（50）
石戸谷 美穂さん（39）

いし ど や　ひかる

いし ど や　 み　ほ

梼原地区より

　四万十町天の川で水耕セリ16アールを栽培して
いる笑顔が素敵な武内慎さん。両親が水耕セリを栽
培していて３年ほど前に引き継ぎました。周年栽培
の水耕セリ作りは午前中収穫をし、午後は箱詰めと
毎日大変なのではないかと思いましたが、時間が空
いた時には好きなバイクに乗ったり、いじったりと趣
味も楽しんでるようです ！  「これからも年間を通して
順調に栽培をしていきたい」と思いを語ってくれまし
た。水耕セリは鍋やサラダにしても美味しいのでぜ
ひご賞味ください ！

おいしい水耕セリ食べてや～ ！
武内 慎さん　（47）
たけ うち　まこと

四万十地区より

い よ き　 とし お
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

花木の出荷始まる

　

１
月
24
日
、
四
万
十
地
区
女
性

部
の
立
西
支
部
は
四
万
十
町
南
川

口
地
区
の
「
和
の
家
」
で
ム
ス
イ
鍋

講
習
会
を
行
い
、
８
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
ム
ス
イ
鍋
は
野
菜
な
ど

食
材
の
水
分
を
逃
さ
ず
調
理
で
き

る
た
め
、
旨
味
が
濃
い
こ
と
が
特

徴
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト

な
ど
部
員
の
集
ま
る
機
会
が
減
る

中
、
交
流
の
場
を
作
り
た
い
と
企

画
し
た
も
の
で
、
検
温
の
実
施
や

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
消
毒
な
ど

の
対
策
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
Ｈ
Ａ
Ｌ
ム
ス
イ
の
笹
岡

広
宣
所
長
か
ら
様
々
な
タ
イ
プ
の

鍋
を
使
っ
た
４
品
の
料
理
が
紹
介

さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
こ
ん
な
短

時
間
に
簡
単
に
で
き
て
、
家
で
も

試
し
て
み
た
い
ね
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
、
調
理
の
手
順
に
つ
い
て

質
問
や
メ
モ
を
取
る
な
ど
、
鍋
の

性
能
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
出

来
上
が
っ
た
料
理
は
お
弁
当
と
し

て
持
ち
帰
り
、
参
加
者
は
「
家
で
食

べ
る
の
が
楽
し
み
」
と
笑
顔
で
話

し
ま
し
た
。

　

津
野
山
管
内
で
は
冬
〜
春
に
か

け
て
花
木
類
の
出
荷
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
令
和
４
年
も
１
月
中
旬

頃
か
ら
受
入
れ
を
開
始
し
蕾
の
膨

ら
み
具
合
を
確
か
め
な
が
ら
順
次

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

取
り
扱
う
種
類
に
は
主
に
ア
ジ

サ
イ
、
花
桃
、
桜
な
ど
が
多
く
、
特

に
３
月
の
お
節
句
需
要
期
に
向
け

て
は
出
荷
が
多
く
な
り
ま
す
。
花

木
類
は
出
荷
時
期
の
調
整
が
難
し

く
、
Ｊ
Ａ
で
は
温
室
ハ
ウ
ス
を
設

置
。
生
産
者
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た

花
木
類
は
こ
の
温
室
ハ
ウ
ス
で
保

温
管
理
し
、
出
荷
適
期
ま
で
蕾
の

生
育
具
合
を
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
等
に
よ

り
需
要
は
低
下
し
て
お
り
、
価
格

に
つ
い
て
も
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
生
産
者
の
皆
様
は
厳

し
い
状
況
の
中
で
も
、「
季
節
を
感

じ
さ
せ
る
美
し
い
花
木
を
た
く
さ

ん
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」

「
世
の
中
が
少
し
で
も
あ
か
る
く
元

気
に
な
れ
ば
」
と
い
う
想
い
で
毎

年
出
荷
を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
花
木
を
目
に
す
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
そ
の
背
景
に
あ
る
「
生

産
者
の
想
い
」
を
感
じ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

高知県立農業担い手
育成センターで鳥獣被害対策講習

シシトウ研究会
総会を開催

　

１
月
27
日
、
四
万
十
シ
シ
ト
ウ
研
究

会
は
令
和
３
園
芸
年
度
の
総
会
を
開

き
、
出
荷
状
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
収
穫
開
始
は

早
か
っ
た
も
の
の
、
台
風
等
の
影
響
を

受
け
た
こ
と
も
あ
り
、
収
量
は
9.4
t
と

な
り
ま
し
た
。
来
園
芸
年
度
は
平
成
30

年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
エ
コ
シ
ス

テ
ム
栽
培
を
継
続
し
て
、
現
地
検
討

会
、
視
察
研
修
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
巡
回

を
行
い
栽
培
技
術
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
山
下
晶
部
会
長
は
「
部

会
の
会
員
を
増
や
し
て
い
き
、
１
人
１

人
の
所
得
向
上
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

津
野
山
地
域
で
は
今
年
も
加
工
用

わ
さ
び
の
栽
培
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
３
名
の
生
産
者
、
合
計
13

ア
ー
ル
の
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
で
栽
培
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
地
域
の
厳
し
い
寒
さ
の

中
を
じ
わ
り
と
力
強
く
生
育
し
て
い

ま
す
。
１
月
に
は
朝
晩
と
厳
し
い
氷

点
下
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
寒
さ
に

強
い
わ
さ
び
と
は
い
え
、
葉
焼
け
等

の
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
２
月
以

降
は
生
育
本
番
の
時
期
と
な
り
、
４

〜
５
月
の
出
荷
に
向
け
て
数
を
増
や

し
て
い
き
ま
す
。
現
在
は
10
本
程
度

の
茎
数
で
す
が
収
穫
期
に
は
最
大
で

50
〜
60
本
に
ま
で
株
が
成
長
し
ま
す
。

　

津
野
山
地
域
で
は
原
木
椎
茸
の
生
産

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
低
温

乾
燥
と
呼
ば
れ
る
乾
燥
方
法
を
取
り
入

れ
て
い
る
生
産
者
の
乾
燥
機
の
排
出
ガ

ス
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。
低
温
乾
燥
は

低
温
で
長
時
間
の
乾
燥
を
必
要
と
す
る

た
め
、
細
か
な
規
制
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
日
本
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
と

Ｊ
Ａ
担
当
者
が
地
域
全
戸
を
巡
回
し
、
す

べ
て
の
乾
燥
機
を
点
検
し
ま
し
た
。

　

津
野
山
地
域
の
原
木
椎
茸
は
冬
か
ら

春
に
か
け
て
収
穫
が
盛
ん
と
な
り
、
こ
れ

か
ら
乾
燥
機
の
稼
働
も
多
く
な
り
ま
す
。

安
心
安
全
な
乾
燥
椎
茸
の
生
産
に
向
け

て
部
会
の
取
組
み
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

加工用わさび生育中
椎茸乾燥機

　排出ガス点検を実施

ムスイ鍋調理の実演をしています。

加害獣に対する正しい知識が説明されました。 今年度の出荷状況などが報告されました。

加工用わさびが元気に育ってます。排出ガス濃度を確認します。

蕾を傷つけないよう注意しながら梱包します。

　

１
月
27
日
、
高
知
県
立
農
業
担
い
手
育

成
セ
ン
タ
ー
で
鳥
獣
被
害
対
策
の
講
習
を

行
い
ま
し
た
。
近
年
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る

農
業
被
害
は
全
国
的
に
深
刻
化
し
て
お
り
、

県
内
で
の
被
害
額
は
令
和
２
年
度
に
は
約

１
億
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
、
シ

カ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
カ
ラ
ス
に
よ
る
被
害

が
全
体
の
約
９
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

被
害
対
策
は
「
守
る
・
捕
る
」
を
基
本
に

柵
な
ど
物
理
的
手
法
で
加
害
獣
を
農
地
に

入
れ
な
い
こ
と
と
捕
獲
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
四
万
十
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
の
敷

地
専
門
員
は
防
護
柵
の
維
持
管
理
の
重
要

性
と
捕
獲
の
手
法
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

参
加
者
は
熱
心
に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

四万十地域

女性部
ムスイ鍋料理教室
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水稲用除草剤 『初期剤・
初中期一発剤』 の上手な使い方
　水稲栽培における雑草防除は、近年では一発処理剤やジャンボ剤によるものが主流になってきています。薬剤の成分に
より有効な草種が異なるので、発生する草種に合った薬剤を使用することも大事になってきます。
　初期剤や初中期一発剤といった湛水土壌処理剤をしっかり効かせるためには、薬剤処理後、少なくとも３～４日間、水
深を３～５㎝に保ち、土壌表面に薬剤の処理層を形成させることが重要です。
　そのためには田面を均平にし、漏水を極力防ぐ圃場作りを心がけましょう。また、周辺環境の保全のためにも、農薬が
土壌に落ち着くまでの７日間は、落水及びかけ流しは行わないように徹底しましょう。

◎お問い合わせ先：津野山営農経済センター経済課（TEL.0889－62－2335）～紹介した商品以外の除草剤については、各支所・グリーンにお問い合わせ下さい～

【商品紹介】

※薬剤使用前に農薬のラベルを熟読し、使用量、
使用時期・回数等を十分注意して使用基準を守りましょう。

　厳寒期が終わり、気温も上昇してくる時期となりました。この時期には、新根の伸長が盛んになり、同化養
分の蓄積が始まるころです。地下部の根張りの良し悪しによって地上部（枝葉）の生育が左右されます。施肥
は必ず適切な時期に行うようにしましょう。
　また、津野山ユズ部会では出荷先であるJA馬路村の栽培基準に準じた栽培方法を行います。よって、化学的に合成
された農薬及び肥料は使用できません（除草剤も全く使用できません）。有機栽培に準じた栽培管理を行ってください。

今が肝心 ！  ゆずの施肥管理
津野山地域より 収量向上↑

【成木の施肥と病害虫防除の時期】

※１ 早い芽が１㎝程度伸びた時期に必ず実施する。　※２ ５月下旬の追肥（ゆず園）は着花量に応じて加減する。
※３ カミキリムシの産卵防止のため、除草に努める。イオウフロアブルはICボルドー66Dとは前後２週間以上間隔をあけて
　　散布する。コロマイト水和剤の総使用回数は２回以内。
※４ 葉の表裏、幹部にも十分散布する。カミキリムシの駆除に努める。

３月上旬

時期（月）

ゆず園（７－４－５）
（なたね油粕）

肥料名（成分量）
適用病害虫

140（200）

施用量（kg/10a）
防除薬剤（希釈倍率）

5.6
（4.0）

7.0
（２）

9.8
（10.6）

成分量（㎏）
リン酸 カリ窒素

注意事項

元肥です。
必ず実施 ！

４月 そうか病
幹腐れ病 Zボルドー（500倍） ※１

５月 ゆず園（７－４－５）
そうか病

80（※２）
Zボルドー（500倍） 3.2 4.05.6

６月 幹腐れ病
ミカンサビダニ

ICボルドー66D（50倍）
①イオウフロアブル（400倍）
②コロマイト水和剤
（2,000～ 3,000倍、２回以内）

※３

７月 ミカンハダニ ハーベストオイル（150倍） ※４

【幼木の施肥の時期】（10a当たり80本植えを基本とする）
〈例１〉

３～10月（月１回）

時期

ゆず園（７－４－５）

肥料名（成分量）

40（月１回量）

10a当たりの施用量（㎏）

0.5（月１回量）

1樹当たり施用量（㎏） 合計（㎏）

320

〈例２〉 ※発酵ケイフンの連続施用は避ける。

３～10月（月１回）

時期

菜種油粕または
発酵ケイフン※

肥料名

80（月１回量）

10a当たりの施用量（㎏）

１（月１回量）

1樹当たり施用量（㎏） 合計（㎏）

640

エリジャン乳剤 １ 300ml/10a
植代後～移植前７日前まで
移植直後～ノビエ１葉期
ただし、移植後30日まで １回

原液散布
水中拡散性に優れているので、
安定した効果が得られる

１回

デルカット乳剤 ２ 500ml/10a 植代時（移植４日前まで）
代かき作業時に原液で
土壌混和処理を行なえる

ホクト粒剤 ４ ３㎏/10a
移植後５日からノビエ３葉期
ただし、移植後30日まで

クリンチャーの成分を含む

ホームランＬ
ジャンボ

３ 500ｇ/10a
移植後３日からノビエ２葉期
ただし、移植後30日まで

ノビエに対する残効性の
長い有効成分を含む
一発処理除草剤

カイリキZ
ジャンボ

３ 300ｇ/10a
移植後３日からノビエ３葉期
ただし、移植後30日まで

オモダカ、クログワイ、
コウキヤガラに

卓越した効果を発揮

エーワン
ジャンボ

２ 300ｇ/10a
移植後５日から
ノビエ2.5葉期まで

ただし、移植後30日まで

雑草を白化させて枯死させる。
抵抗性雑草、イボクサ等などの
特殊雑草に高い効果

イノーバ
ＤＸ粒剤

ゴウワン
DLジャンボ

４ 1㎏/10a
移植直後からノビエ２葉期まで
ただし、移植後30日まで

田植同時散布が可能

5 700ｇ/10a
移植直後からノビエ２葉期まで
ただし、移植後30日まで

ホタルイに有効な２成分を
配合し、高い除草効果

成分数 特性使用回数使用時期使用量商品名



高西地区版

川
向
か
う
煙
立
ち
た
る
早
二
日

｢

あ
り
が
た
う｣

の
片
言
の
子
に
お
年
玉

市
川　

和
美

も
う
九
十
ま
だ
九
十
と
て
賀
状
書
く

大
根
や
良
心
市
に
親
し
む
も

今
橋　

孝
子

俳   

句

七
十
路
の
臓
腑
い
ま
し
め
寒
の
水

田
か
ら
田
へ
風
が
風
追
ふ
冬
の
郷

長
谷
部　

延
子

霧
の
里
句
会

新
年
の
ダ
ル
マ
朝
日
に
願
か
け
て

電
線
に
並
び
て
鳴
き
ぬ
初
雀

　
　

田
中　

信
子

山
茶
花
の
枝
を
隠
し
て
真
白
や

風
の
日
の
振
り
こ
む
雪
の
白
き
か
な

竹
内　

春
猪

枯
れ
て
立
つ
高
砂
百
合
の
穂
を
揺
れ
ば
秘
め
ゐ
る
種
子
の
い
の
ち
の
音
す

市
川　

浩
子

自
販
機
も
取
り
除
か
れ
し
ふ
る
さ
と
の
駅
に
た
ま
れ
る
思
い
で
の
暈

市
川　

隆
子

入
院
の
夫
と
な
が
め
る
冬
晴
れ
の
海
を
静
か
に
貨
物
船
ゆ
く

島
岡　

紀
美

ふ
る
さ
と
の
震
災
の
歌
「
花
は
咲
く
」
を
誰
か
弾
き
ゐ
る
公
園
ピ
ア
ノ
に

黒
岩　

や
よ
え

体
形
で
マ
ス
ク
の
顔
を
想
像
す
二
年
ぶ
り
な
る
女
性
部
の
つ
ど
い

北
村　

さ
ち
こ

大
谷
君
は
全
て
の
こ
と
が
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
野
球
は
勿
論
顔
性
格
も
良
し

中
内　

佐
登
美

無
芸
な
る
わ
れ
を
恥
じ
つ
つ
ナ
ー
ス
席
に
今
日
の
記
録
を
も
ら
さ
ず
に
書
く

文
野　

見
枝
子

短   

歌

窪
川
短
歌
教
室

さ
ざ
な
み

さ
と

俳   

句
◆ 

◆ 

◆ 

お
た
よ
り
か
ら 

◆ 

◆ 

◆

（
梼
原
町
・
松
山　

松
美
）

寒
椿
主
に
見
せ
た
い
雪
化
粧

（
津
野
町
・
村
田　

三
喜
子
）

初
日
の
出
映
す
川
面
や
漣
す

（
津
野
町
・
村
田　

好
恵
）

お
い
の
こ
さ
ん
已
の
日
し
ら
せ
て
と
び
あ
そ
ぶ

（
四
万
十
町
・
門
脇　

康
彦
）

お
使
い
の
用
事
を
忘
れ
引
き
返
す

（
津
野
町
・
弘
瀬　

秀
頼
）

池
覗
く
鯉
の
動
き
で
春
を
見
た献茶スタッフ（パート・アルバイト）

募集

ＪＡメモリアルこうち四万十営業所
（ＪＡ葬祭ルミエール四万十）
四万十町榊山町９－７
TEL  0880－22－5900

お問い合わせ

葬祭会場での準備・接客・掃除等仕事内容

＊未経験者可
＊詳しくは下記までお問い合わせください。


